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1. はじめに 

 地理情報システム  (Geographical Information System: GIS) で数値処理できる数値標高モデル  (Digital 

Elevation Model: DEM) が広く利用できる現在，疑似河道網の構造を多くの流域を対象として解析できるよう

になった．このため，Strahler (1957), Morisawa (1962), Yang (1971)のような位数と河道数，平均河道長，平

均河道勾配の関係を見出すことは非常に簡単になった．これらに，位数と河道の分岐角の関係を加えると，こ

れらの知見に基づいて疑似河道網を再構築することが可能になる．この場合，一見異なるように見える世界の

疑似河道網の全体構造の類似性や固有性についても定量的に検討できるため，流域の降雨流出過程と河道網

構造の関係性の理解を深めることができると期待できる．例えば，河道網構造が降雨流出過程に与える影響に

関する定量的評価も実現できるが，そのような研究例は多くない． 

 そこで本研究では GIS 上で DEM から擬河道網を作成し，現在までに報告されている位数と河道数，平均河

道長，平均河道勾配，河道の分岐角の関係を調べ，それらの関係に基づく疑似河道網の再構築を試みる．さら

に再構築した疑似河道網を図化し，疑似河道網の全体構造の流域間の類似性や固有性を定量的に議論できる

可能性を検討する． 

2. 方法 

 本研究はまず，日本の天塩川，網走川，岩木川，久慈川，菊川，北川，土器川，山国川の合計 8 流域を対象

として，GIS を用いて DEM から疑似河道網を作成した．なお，GIS で疑似河道網を作成する際に，DEM から

流向，累積流量などを計算し，累積流量値が 100 以上となる地点を疑似河道と見なした．次に，作成した疑似

河道網内に確認できる位数則を確認する．具体的には，疑似河道の位数別に，河道数，平均河道長，平均河道

勾配を整理した．疑似河道の分岐角については，GIS を使って特定することができなかったため，目視で分岐

角を 0～180 度の範囲にわたって 45 度刻みで特定した．なお，疑似河道網の位数は Strahler (1957)が提案し

た方法で決定した．次に，得られた位数則を用いて，各流域の代表的な疑似河道網を再現し，その形状を可視

化した． 

3. 結果 

 研究対象の 8 流域における河道数，平均河道長，平均河道勾配，分岐角に関する位数則を調べた結果をそれ

ぞれ図 1 から図 4 に示す．図 1 から図 3 の河道数，平均河道長，平均河道勾配に関する結果は，Morisawa 

(1962)や Yang (1971)と同様に，流域間で増加率や減少率がほぼ同じような値となる傾向があることが分かる．

ただし，土器川についてはやや異なる傾向があることも分かる．図 4は位数ごとの分岐角を示している．多く

の流域で分岐角は 45 度程度になるが，90 度程度になる傾向があることが分かる．また，図 2, 3を見ると，河

道長比および河道勾配比が，流域面積の大きさによらずほとんど似た値となることがわかる． 

 擬似河道網から得た位数則を基に，各セグメントを直線で表現した網走川および岩木川の疑似河道網をそ

れぞれ図 5, 6に示す．河道数，平均河道長，平均河道勾配の増減率の大きさが互いに似ているため，両河道網

は似ていることが分かる．なお，分岐角は両流域間で若干異なるため，その違いが最上流部によく現れている

ことが確認できる． 
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図 1 位数と河道数の関係 

 

図 2 位数と平均河道長の関係 

 

図 3 位数と平均河道勾配の関係 

 

図 4 位数と分岐角の関係 

 

図 5 擬似河道網から得た規則性を基に再現した

河道ネットワーク（網走川流域） 

 
図 6 疑似河道網から得た規則性を基に再現した河

道ネットワーク（岩木川流域） 
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